
子どもが育つ療育プログラムの展開のコツ

R５.４.２１

～ 何を育てたいの？（目的）・意図的計画的な体験活動を！（方法） ～

こども発達支援ハウス叶スタッフ研修

右のQRコードから上記のページの表示をお願いします。
相談支援事業者サンクスシェア

田中聡



https://www.youtube.com/watch?v=QNXM9Fu1bHQ

https://www.youtube.com/watch?v=QNXM9Fu1bHQ


【 １ 目的を明確にする】
「なにを育てたいか？」

「どんな姿になってほしいか？」

「いまの現状は？」

【何を身に付ける
必要があるのか？】

・発達的特質の視点
・個人的特質の視点

【活動企画書をつくろう！】

後半の資料参照

個人の目標と集団の目標



① 目的：どんな成長（思考・感情・行動）を目指すか？

② 内容：

・子どもの興味関心をそそるか？

・実現可能か？

・実行時のリスク管理が想定範囲内か？

③ 方法：

・実施可能な方法か？（必要な支援者人数の確保）

・保護者への説明が十分できる方法か？

・実施の評価を事前に準備できる方法か？

④ 評価：

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行事の目的を達成できたか評価できるか？）

活動を企画するポイント



（１）ガイドラインの趣旨

（２）放課後等デイサービスの基本的役割

〇 子どもの最善の利益の保障

〇 共生社会の実現に向けた後方支援

〇 保護者支援

（３）放課後等デイサービスの提供に当たっての基本的姿勢と基本活動

① 基本的姿勢

② 基本活動

基本的日常生活動作や自立生活を支援するための活動「遊びを通した成功体験」「自己肯定感を育む」

表現する喜びを体験できる。日頃から自然に触れる機会を設け、季節の変化に興味をもつ。「豊かな感性」

子どもの社会経験の幅を広げていく。放課後等に行われている多様学習・体験・交流活動等との連携、ボランティアの受け入れ等により積極的に地域との交流を図っていく。

子どもが望む遊びや自分自身をリラックスさせる練習等の諸活動を自己選択して取り組む経験を積んでいくために、多彩な活動プログラムを用意し、ゆったりとした雰囲気の中で行えるよう工夫する。

（４）事業所が適切な放課後等デイサービスを提供するために必要な組織運営管理

① 適切な支援の提供と支援の質の向上

② 説明責任の履行と透明性の高い事業運営

③ 様々なリスクへの備えと法令遵守

放課後等デイサービスガイドライン　１　総則

〇 健康状態の急変、非常災害、犯罪、感染症に対する訓練やマニュアルの策定

〇 虐待の未然防止や個人情報の保護、関係法規の遵守。「子どもの権利擁護」

ア 自立支援と日常生活の充実のための活動

イ 創作活動

ウ 地域交流の機会の提供

エ 余暇の提供

発達過程や特性、適応行動の状況を理解した上で、コミュニケーション面で特に配慮が必要な課題等も理解し、一人ひとりの状態に即した個別支援計画に沿って発達支援を行う。

「他者との信頼関係の形成の体験」「人と関わることへの関心」「コミュニケーションをとることの楽しさ」「葛藤を調整する力」「主張する力」「折り合いをつける力」基本活動

には、自己選択や自己決定を促し、それを支援するプロセスを組み込むこと。「保護者・関係機関との連携」

〇 運営方針、計画、タイムスケジュール、活動プログラムについて、PDCAサイクルにより不断に支援の質の向上を図る。

〇 支援に関わる人材の知識・技術を高める研修の機会確保＋習得意欲喚起

〇 保護者、学校をはじめ、さまざまな関係機関との連携、情報共有→放課後等デイサービスに期待される役割の認識

〇 保護者の満足感、安心感を高めるため支援の内容を保護者とともに考える。丁寧な説明。寄り添うための積極的なコミュニケーション。

〇 事業所が、地域社会からの信頼を得るため、事業に関する情報発信を積極的に行い地域に開かれた事業運営を心がける。

「生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進その他の便宜を供与すること」（児童福祉法）学校や家庭とは異なる時間、空間、人、体験等を通じた発達支援→最善の利益の保障と健全な育成

インクルージョン　集団の中での育ちの保障　一般的な子育て支援策を、専門的な知識・経験に基づく後方支援　地域の障がい児支援の専門機関としてふさわしい事業展開

①子育ての悩み等に対する相談を行うこと　②家庭内での養育等についてペアレント・トレーニング等活用しながら子どもの育ちを支える力をつけられるよう支援すること　③保護

者の時間を保障するために、ケアを一時的に代行する支援を行うこと



健康・
生活

健康状態の把握 健康の増進 リハビリテーションの実施 基本的生活ス
キルの獲得 構造化等により生活環境を整える

運動・
感覚

姿勢と運動・動作の基本的技能の向上 姿勢保持と運動・動作の補助的手
段の活用 身体の移動能力の向上 保有する感覚の活用 感覚の補助及び
代行手段の活用 感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応

認知・
行動

感覚や認知の活用 知覚から行動寝の認知過程の発達 認知や行動の手掛
かりとなる概念の形成 数量、大小、色等の習得 認知の偏りへの対応
行動障害への予防及び対応

言語・
コミュ
ニケー
ション

言語の形成と活用 受容言語と表出言語の支援 人との相互作用によるコ
ミュニケーション能力の獲得 指さし、身振り、サイン等の活用 読み書
き能力の向上のための支援 コミュニケーション機器の活用 手話、点字、
音声、文字等のコミュニケーション手段の活用

人間関
係・社
会性

アタッチメント（愛着行動）の形成 模倣行動の支援 感覚運動遊びから
象徴遊びへの支援 一人遊びから共同遊びへの支援 自己の理解とコント
ロールのための支援 集団への参加への支援

発達支援とは・・・
児童発達支援ガイドライン（厚生労働省）



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・コミュニケーション
・日常生活スキル

・社会性

・運動スキル
・不適応行動

・身辺自立

・移動
・作業

・コミュニケーション

・集団参加
・自己統制

Vineland-II

S-M社会生活

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



活動を企画するポイント

時期 ねらい

４月

～

３月

集団活動
個別活動の種別

活動をねらいから整理する🌎

https://gkids-method.com/


活動を企画するポイント

時期 ねらい

４月

～

３月

集団活動
個別活動の種別

活動をねらいから整理する



活動を企画するポイント 活動をねらいから整理する



【活動企画書を作る際の手順】

１ 目的を明確にする

２ 活動の内容を決める

３ 活動の展開方法を考える

４ 活動計画を立てる

５ 支援の具体的留意点を考える

６ 下見及びスタッフ予備体験をする

７ 活動計画を練り直す

※ 上司に企画提案する（戦略的提案）

【活動企画書をつくろう！】



【 ２ 体験活動の内容を決める】

① ボランテイア活動など

社会奉仕に関わる体験活動

② 自然に関わる体験活動

③ 勤労生産に関わる体験活動

④ 職場や就業に関わる体験活動

⑤ 文化や芸術に関わる体験活動

⑥ 交流に関わる体験活動

⑦ その他の体験活動

【活動企画書をつくろう！】

文部科学省HP：青少年の健全育成より

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/detail/1368011.htm


【３ 体験活動の展開方法を考える】🌎

【活動企画書をつくろう！】

https://kagaku-jiten.com/social-psychology/individual/motivation.html


遊戯動機…楽しさや面白さを求める。緊張をやわらげ、冗談やゲームを好む。

理解動機…理論的な考えを求めたり、物事の仕組みを理解しようとする。

変化動機…新しいことを好み、流行に敏感で変革を求める。

秩序動機…安定、秩序、伝統、などを大切にする。整理、整頓、正確さを目指す。

達成動機…努力して高い目標をやり遂げる。才能を生かし自尊心を高める。

親和動機…好きな人の近くにいたい、助け合いたいと思う動機。友情を重視する。

屈辱動機…自分を責め、非難や罰を受け入れたいと思う。敗北を認める。

攻撃動機…言葉や力を使って相手を屈服させたい、反対を克服したいと思う。

自律動機…束縛、強制、横暴な権威、因習を嫌い、自由と独立を求める。

支配動機…人の上に立ちたい、説得や命令によって人に影響を与えたいと思う。

服従動機…優れた人の命令に従い、その人の言う通りにしたいと望む。

顕示動機…目立ちたい、人を驚かせたり、楽しませたりして印象づけたいと思う。

援助動機…弱い者、困っている者などを助け、慰め、励ましたいと思う。

依存動機…甘えたい、助けてもらいたい、愛されたい、同情されたいと思う。

異性愛動機…異性を求め、恋愛関係や性的関係に関心を向ける。

屈辱回避動機…失敗して軽蔑されることを避けたいと思う。自己防衛的な思い。

社会的

動機付け

【３ 体験活動の展開方法を考える】

【活動企画書をつくろう！】



「面白い」とは？

脳のどこ？を

反応させようと

するのか？

【３ 体験活動の展開方法を考える】【活動企画書をつくろう！】

「PRESIDENT」2019.12.13より

https://news.livedoor.com/article/detail/17628871/


【 ４ 活動計画を立てる】

・ 活動当日を迎えるまでの準備（制作や下調べなど）
・ できるようになっておいてほしいことのトレーニング
・ 場所の確保や準備物の借用、購入予算などの事前準備

・ 当日の活動の主な流れ
・ 役割分担
・ 準備するもの

・ 活動後の振り返りをする場の設定
・ 活動の成果を発表する場の設定
・ 次の活動につながる、発展する方向性をさぐる

事
前

事
中

事
後

活動と指導をコラボする絶好の機会！

【活動企画書をつくろう！】



【 ５ 支援の具体的留意点を考える】

Pont １ 起こり得ることを想定しておき、

ことが起きたとき、即座に対応する

Pont ２ 子どもたちの自主的な行いを妨げない

Pont ３ 準備してきたこと、練習してきたことが

成功するようお膳立てをしておく

Pont ４ スタッフの役割分担を明確にしておく

【活動企画書をつくろう！】



【 ６ 下見及びスタッフ予備体験（シュミレーション）をする】

留意点 １ 利用場所の関係者に面会し、

目的・内容・方法について説明し理解を得る

留意点 ２ 利用場所のきまり・ルールを確認する

留意点 ３ 危険個所、安全配慮必要箇所のチェックをする

留意点 ３ トイレ、食事、緊急時のポイントの確認

留意点 ４ 何を体験させて何を体験させないかを決める

留意点 ５ 移動手段や見学・体験にかかる時間・費用の把握

【活動企画書をつくろう！】



【 ７ 活動計画を練り直す】

・事前下見や事前体験で得られた情報を加味して

計画を見直す

【 ※ 上司に企画提案する】

◎ 目的を明確にして説明する

◎ 安全面、緊急時の対策に注力することを説明する

○ 小出しに情報を発信し、了承を得る根回しをしておく

〇 どの段階でアプローチするのか戦略的に

【活動企画書をつくろう！】



【活動企画書をつくろう！】



「誕生会の出し物」のアイデア 340 件

https://www.pinterest.jp/nrksnr101902/%E8%AA%95%E7%94%9F%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%87%BA%E3%81%97%E7%89%A9/
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